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は
じ
め
に

自
由
民
権
運
動
以
来
、
日
本
の
政
党
は
板
垣
退
助
を
首
領
と
す
る
自
由
党
系
と
大
隈
重
信
を
首
領

と
す
る
改
進
党
系
の
二
つ
が
主
流
と
な
り
、政
党
内
閣
実
現
を
模
索
し
た
。
旧
憲
政
党
を
結
党
す
る
。

そ
し
て
同
月
大
隈
重
信
を
首
相
に
、
板
垣
退
助
を
内
務
大
臣
と
す
る
憲
政
史
上
初
の
政
党
内
閣
が
実

現
す
る
。

た
だ
、
自
由
党
系
と
進
歩
党
系
の
間
で
大
臣
ポ
ス
ト
、
猟
官
運
動
、
選
挙
候
補
者
公
認
を
巡
り
対

立
は
深
刻
化
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
自
由
党
系
関
東
派
首
領
で
当
時
駐
米
公
使
で
あ

っ
た
星
亨
が
大
隈
の
反
対
を
押
し
切
り
帰
国
す
る
と
、
党
内
対
立
は
さ
ら
に
進
み
、
結
果
と
し
て
星

な
ど
の
工
作
に
よ
り
旧
憲
政
党
は
自
由
党
系
の
憲
政
党
、
改
進
党
系
の
憲
政
本
党
に
再
分
裂
す
る
。

旧
憲
政
党
分
裂
に
よ
り
、
大
隈
内
閣
も
瓦
解
し
、
明
治
三
十
一
年
十
一
月
に
は
山
県
有
朋
が
首
相

に
就
任
し
た
。
憲
政
党
は
第
二
次
山
県
内
閣
と
の
提
携
を
選
択
し
、
政
治
課
題
で
あ
っ
た
地
租
増
徴
を

実
現
さ
せ
る
。
こ
の
提
携
交
渉
に
お
い
て
星
は
憲
政
党
側
の
交
渉
窓
口
と
し
て
提
携
を
実
現
さ
せ
た

（
１
）

。

地
租
増
徴
を
実
現
さ
せ
た
背
景
に
は
日
清
戦
争
後
の
経
営
と
い
う
政
治
課
題
を
実
現
さ
せ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
責
任
感
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
憲
政
党
側
と
り
わ
け
星
が
政
権
に
協
力
す
る
こ
と

で
利
益
誘
導
を
は
か
っ
た
と
す
る
の
が
有
泉
貞
夫
氏
で
あ
る

（
２
）

。
有
泉
氏
の「
星
が
利
益
誘
導
を
し
た
」

と
の
指
摘
は
通
説
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

憲
政
党
は
明
治
三
十
二
年
九
月
頃
に
な
る
と
東
京
市
街
鉄
道
敷
設
問
題

（
３
）

、
横
浜
海
面
埋
立
事
件

（
４
）

に

よ
り
板
垣
退
助
を
奉
じ
る
土
佐
派
と
星
亨
を
首
領
と
す
る
関
東
派
に
よ
る
党
内
対
立
が
顕
在
化
す

る
。
東
京
市
街
鉄
道
敷
設
問
題
と
横
浜
海
面
埋
立
事
件
が
党
内
問
題
と
な
る
以
前
に
も
い
く
つ
か
の

党
内
危
機
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
が
地
租
増
徴
問
題

（
５
）

で
あ
る
。
地
租
増
徴
問
題
は
こ
れ
ま
で
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
農
民
に

直
接
的
に
負
担
を
与
え
る
政
策
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
第
十
三
回
議
会
が
閉
会
す
る
と
憲
政
党
の
有

力
議
員
ら
地
方
遊
説
に
向
か
い
、
地
租
増
徴
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
の
演
説
な
ど
を
行
っ
た

（
６
）

。

こ
の
時
点
で
は
憲
政
党
内
の
派
閥
に
よ
る
対
立
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、

明
治
三
十
二
年
三
月
二
十
八
日
に
「
文
官
任
用
令
改
正
」
が
勅
命
に
よ
り
出
さ
れ
る
。
憲
政
党
は
表

向
き
は
猟
官
を
放
棄
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
山
県
内
閣
と
の
提
携
断
絶
も
選
択
肢
に
な
っ
て

し
ま
う
。
と
い
う
の
も
、
憲
政
党
は
将
来
的
に
単
独
で
の
政
党
内
閣
樹
立
を
目
指
し
て
い
た
た
め
、

官
僚
に
大
臣
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
し
ま
う
状
況
を
生
み
出
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

文
官
任
用
令
改
正
問
題
の
先
行
研
究
は
大
正
期
（
山
本
権
兵
衛
内
閣
、
原
敬
内
閣
）
に
行
わ
れ
た

改
正
や
制
度
的
な
部
分
つ
い
て
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た

（
７
）

。
清
水
唯
一
朗
氏
は
「
文
官
任
用
令
制
定

の
政
治
過
程

（
８
）

―
―
政
官
関
係
の
制
度
的
序
説
―
―
」
で
文
官
任
用
令
施
行
、
改
正
か
ら
明
治
国
家
形

成
期
に
お
け
る
官
僚
制
度
の
成
立
過
程
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。

明
治
三
十
二
年
文
官
任
用
令
改
正
に
焦
点
を
当
て
た
先
行
研
究
と
し
て
、
半
田
英
俊
氏
は
「
明
治

期
に
お
け
る
行
政
優
位
の
統
治
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
一
考
察

（
９
）

―
―
明
治
三
十
二
年
文
官
任
用
令
の
改

正
を
事
例
と
し
て
―
―
」
で
山
県
有
朋
と
彼
を
頂
点
と
す
る
官
僚
勢
力
が
文
官
任
用
令
改
正
に
よ
り

政
党
勢
力
の
進
出
を
阻
み
、
行
政
権
の
優
位
を
保
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。

伊
藤
之
雄
氏
は
『
立
憲
国
家
と
日
露
戦
争）

（（
（

』
で
伊
藤
氏
は
明
治
三
十
二
年
の
文
官
任
用
令
改
正
に

つ
い
て
「
山
県
内
閣
が
政
党
の
官
界
進
出
を
防
ご
う
と
し
た
行
為
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
提
携

相
手
の
憲
政
党
内
の
動
向
に
つ
い
て
は
「
提
携
を
破
棄
す
べ
し
と
の
議
論
が
高
ま
り
」
と
し
「
任
用

令
が
山
県
内
閣
と
政
党
の
提
携
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
」
と
し
た
。
ま
た
伊
藤
氏
は
文
官

任
用
令
改
正
の
キ
ー
マ
ン
で
あ
る
星
の
見
解
に
つ
い
て
「
一
次
史
料
は
今
も
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い

な
い
」
と
し
猟
官
熱
が
高
ま
っ
た
党
内
の
状
況
を
考
慮
し
「
公
式
に
は
任
用
令
・
分
限
令
に
つ
い
て

全
面
批
判
す
る
以
外
道
は
な
い
」
と
論
じ
る）

（（
（

。
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先
行
研
究
で
は
明
治
三
十
二
年
の
文
官
任
用
令
改
正
を
め
ぐ
る
山
県
内
閣
と
憲
政
党
と
の
提
携
問

題
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
伊
藤
氏
が
憲
政
党
の
動
向
に
つ
い
て

焦
点
を
当
て
た
も
の
の
、
詳
細
に
論
じ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
文
官
任
用
令
改
正
は
山
県
内
閣

と
憲
政
党
の
提
携
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
両

者
の
提
携
は
明
治
三
十
三
年
九
月
ま
で
続
い
た
。
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
憲
政
党
の
対
応
を
論
じ

る
こ
と
で
、文
官
任
用
令
改
正
問
題
の
歴
史
的
な
意
義
を
再
構
築
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

た
だ
、
伊
藤
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
星
の
見
解
を
示
す
一
次
史
料
が
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
研

究
の
進
展
を
阻
害
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
星
の
見
解
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
文
官
任
用
令
改
正

問
題
の
研
究
の
進
展
、
ひ
い
て
は
第
二
次
山
県
内
閣
時
代
に
政
権
を
支
え
た
、
憲
政
党
の
研
究
の
進

展
に
つ
な
が
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
論
で
は
以
下
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
①
文
官
任
用
令
を
巡
る
憲
政
党
の
対
応
を
対
政

権
へ
の
対
応
。
②
文
官
任
用
令
改
正
問
題
を
巡
る
憲
政
党
首
脳
部
の
党
内
へ
の
対
応
。
以
上
の
二
点

か
ら
文
官
任
用
令
改
正
問
題
か
ら
山
県
内
閣
と
憲
政
党
の
提
携
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。

党
の
機
関
紙
で
あ
る
「
憲
政
党
党
報
」、
星
系
の
新
聞
で
あ
る
「
日
刊
人
民
」
の
報
道
や
論
調
か

ら
文
官
任
用
令
へ
の
対
応
を
整
理
す
る
。
ま
た
「
山
県
有
朋
関
係
文
書
」「
伊
藤
博
文
関
係
文
書
」

伊
東
巳
代
治
の
日
記
で
あ
る
「
翠
雨
荘
日
記
」
か
ら
上
記
で
述
べ
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一　

隈
板
内
閣
時
代
の
猟
官
の
実
態
に
つ
い
て

先
ず
、
隈
板
内
閣
時
代
の
猟
官
の
実
態
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
隈
板
内
閣
に
お
け
る
猟
官
運

動
に
つ
い
て
の
研
究
は
清
水
唯
一
郎
氏
の
「
隈
板
内
閣
に
お
け
る
猟
官
の
実
相）

（（
（

」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

清
水
氏
は
隈
板
内
閣
に
お
い
て
の
猟
官
に
つ
い
て｢

政
党
人
の
猟
官
は
辞
任
に
よ
り
空
席
と
な
っ
た

官
職
を
中
心
に
若
干
の
更
迭
官
職
を
加
え
た
、
限
定
的
な
範
囲
で
行
わ
れ
た｣

と
し
、
同
内
閣
で
の

猟
官
は
過
度
に
宣
伝
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
た）

（（
（

。
た
だ
、
政
党
人
に
よ
る｢

猟
官
運
動
は
盛
ん｣

で

あ
っ
た
と
し
、
猟
官
が｢

党
内
の
不
協
和
音
、
ひ
い
て
は
崩
壊
要
因｣

と
な
っ
た
と
指
摘
し
た）

（（
（

。

星
亨
の
側
近
で
あ
る
利
光
鶴
松
は
旧
憲
政
党
に
よ
る
隈
板
内
閣
時
代
の
猟
官
運
動
の
実
態
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る）

（（
（

。

憲
政
党
内
閣
成
立
ト
共
ニ
猟
官
運
動
ハ
頗
ル
猛
烈
ヲ
極
メ
タ
リ
。
目
的
ヲ
達
シ
テ
喜
ブ
者
、
目

的
ヲ
達
セ
ズ
シ
テ
悲
ム
者
、
目
的
ヲ
達
セ
ン
ト
シ
テ
脅
迫
ス
ル
者
、
党
ヲ
呪
フ
者
、
根
気
強
ク

手
ヲ
替
ヘ
テ
運
動
ス
ル
者
、
実
ニ
浅
マ
シ
キ
活
劇
ヲ
演
出
セ
リ

ま
た
、
金
子
堅
太
郎
は
山
県
有
朋
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

（（
（

。

去
夏
内
閣
更
迭
後
之
官
吏
の
情
態
は
、
我
国
官
海
之
前
途
に
大
弊
害
を
来
し
可
申
と
天
下
之
人

士
何
れ
も
憂
慮
い
た
し
居
候
処
、
今
回
之
御
英
断
に
而
衆
人
皆
安
堵
可
仕
候

金
子
は
旧
憲
政
党
員
が
官
吏
に
就
い
た
こ
と
に
つ
い
て
「
大
弊
害
」
と
否
定
的
な
見
解
を
示
し
、

文
官
任
用
令
改
正
に
つ
い
て
「
大
英
断
」
と
し
て
歓
迎
し
た
。

隈
板
内
閣
時
代
の
旧
憲
政
党
の
猟
官
運
動
の
一
端
を
示
す
史
料
が
関
東
派
の
鎌
田
訥
郎
宛
書
簡

（
明
治
三
十
二
年
九
月
二
十
五
日
）
で
あ
る）

（（
（

。
こ
の
書
簡
は
自
由
党
系
関
東
派
の
村
野
常
右
衛
門
が

記
し
た
書
簡
で
あ
る
。
隈
板
内
閣
樹
立
後
、
関
東
派
に
は
大
臣
ポ
ス
ト
が
与
え
ら
れ
な
い
だ
け
で
な

く
、
官
吏
就
任
も
冷
遇
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
村
野
は
旧
憲
政
党
の
関
東
倶
楽
部
が
「
中
央

地
方
ノ
官
吏
に
付
全
孽
ヲ
淘
汰
シ
根
本
的
ノ
革
新
ヲ
断
行
ス
ル
コ
ト
」「
官
吏
任
用
令
ヲ
全
廃
ス
ル

コ
ト
」
と
決
議
し
た
伝
え
、
党
の
内
実
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
年
ノ
議
会
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
閣
員
ト
党
員
ト
ノ
衝
突
ハ
免
レ
ザ
ル
ヤ
モ
被
存
候
乍
去
各
地
方
弐
名

宛
ツ
ガ
猟
官
者
採
用
セ
ラ
レ
腰
折
レ
ニ
至
ル
ヤ
モ
難
計
候
干
今
猟
官
熱
ハ
去
ラ
ザ
ル
有
様
之
候

今
回
地
方
官
ニ
十
二
三
名
更
迭
有
之
趣
キ
旧
自
由
八
名
進
歩
ヨ
リ
四
名
ノ
知
事
任
用
ト
カ
ノ
話

シ
ニ
有
之
候

一
般
党
員
の
官
吏
ポ
ス
ト
へ
の
欲
求
を
党
中
央
部
が
抑
え
き
れ
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
。
特
に
冷

遇
さ
れ
て
い
た
関
東
派
に
と
っ
て
猟
官
を
実
現
で
き
な
け
れ
ば
、
政
党
内
閣
を
樹
立
さ
せ
た
意
味
と

期
待
が
薄
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。そ
う
し
た
反
発
が
関
東
倶
楽
部
の｢

中
央
地
方
官
吏
の
淘
汰｣

「
文

官
任
用
令
全
廃
」
と
す
る
決
議
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
村
野
は｢

閣
員
ト
党
員
ト
ノ
衝
突｣

の
可

能
性
に
言
及
し
、
党
内
の
混
乱
を
予
想
し
た
。

こ
う
し
た
事
例
を
挙
げ
る
と
、
憲
政
党
が
山
県
内
閣
と
提
携
を
実
現
さ
せ
た
一
方
で
、
猟
官
を
否

定
し
た
こ
と
は
無
用
な
党
内
混
乱
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
隈
板
内

閣
時
代
の
段
階
で
政
党
員
で
あ
る
関
東
派
が
「
官
吏
任
用
令
ヲ
全
廃
ス
ル
コ
ト
」
と
決
議
し
て
い
た

こ
と
は
改
正
前
の
文
官
任
用
令
に
も
不
満
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
表
し
て
い
る
。
第
二
次
山
県

内
閣
に
な
り
そ
の
文
官
任
用
令
が
政
党
人
に
と
っ
て
〝
改
悪
〟
さ
れ
た
こ
と
は
政
権
に
協
力
し
て
い

る
憲
政
党
員
が
憤
慨
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

一
方
で
、
星
は
東
京
市
会
に
進
出
し
、
東
京
市
街
鉄
道
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
と
、
星
の
配
下
の
森

久
保
作
蔵
は
関
東
派
の
青
年
を
東
京
市
街
鉄
道
や
東
京
市
関
係
機
関
へ
の
就
職
さ
せ
る
な
ど
、
猟
官

に
代
わ
る
対
応
を
見
せ
て
い
た）

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
隈
板
内
閣
時
代
に
は
旧
憲
政
党
員
に
よ
る
猟
官
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
態

二
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に
憂
慮
し
た
の
が
山
県
派
の
官
僚
た
ち
で
あ
る
。

二　

山
県
有
朋
周
辺
か
ら
み
た
文
官
任
用
令
改
正

山
県
内
閣
が
文
官
任
用
令
改
正
を
断
行
し
た
意
図
や
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
伊
東
巳
代
治

は
文
官
任
用
令
改
正
過
程
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

（（
（

。

其
夜
該
法
令
を
静
読
す
る
に
余
程
不
経
験
の
属
僚
執
筆
て
致
候
も
の
と
相
見
へ
批
難
す
へ
き
指

摘
す
る
に
不
暇
、
内
閣
及
枢
府
を
挙
て
悉
く
盲
判
し
た
る
か
と
存
候
へ
ば
殆
ど
概
歎
の
至
に
不

堪
候
。（
中
略
）
首
相
も
十
分
傾
聴
せ
ら
れ
候
様
相
見
へ
候
へ
と
も
再
び
属
僚
に
謀
ら
れ
候
得

ば
此
先
如
何
可
相
成
乎
懸
念
の
至
に
不
堪
候
。（
中
略
）
首
相
も
頑
迷
固
陋
の
属
僚
に
誤
ら
れ

候
様
の
事
再
ひ
相
生
じ
候
様
に
て
は
御
世
話
の
甲
斐
も
無
之
故

こ
の
よ
う
に
山
県
派
官
僚
が
文
官
任
用
令
改
正
を
主
導
し
た
。
山
県
派
官
僚
の
平
田
東
助
法
制
局

長
が
中
心
と
な
り
、
松
平
正
直
内
務
次
官
な
ど
と
と
も
に
文
官
任
用
令
改
正
を
画
策
し
た
（
加
藤
房

蔵
編
『
伯
爵
平
田
東
助
伝
』（
平
田
伯
伝
記
編
纂
事
務
所
、
一
九
二
七
年
）。
た
だ
憲
政
党
は
松
平
が

文
官
任
用
令
改
正
を
し
た
と
と
ら
え
、
松
平
の
内
務
次
官
辞
任
を
山
県
内
閣
に
要
求
し
、
山
県
内
閣

は
こ
れ
に
従
っ
た）

（（
（

。

隈
板
内
閣
時
代
の
猟
官
に
つ
い
て
金
子
堅
太
郎
が
「
我
国
官
海
之
前
途
に
大
弊
害
を
来
し
」、
利

光
鶴
松
が
「
猟
官
運
動
ハ
頗
ル
猛
烈
ヲ
極
メ
タ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
官
僚
等
に
と
っ
て
、

文
官
任
用
令
改
正
が
彼
等
に
と
っ
て
の
政
治
課
題
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
伊
東
は
日
記
に
第
十
三
回
議
会
閉
会
後
の
山
県
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る）

（（
（

。

山
県
侯
は
議
会
後
頻
り
に
掛
冠
の
意
を
閣
僚
に
示
し
松
方
蔵
相
等
之
を
諌
止
い
た
る
か
為
尚
引

き
続
き
留
任
す
る
こ
と
ゝ
な
り
余
が
枢
府
の
班
に
列
し
た
る
の
後
尚
次
期
の
議
会
の
為
に
も
多

少
努
力
す
へ
き
こ
と
を
問
わ
れ
黒
田
枢
密
院
議
長
へ
は
山
県
首
相
よ
り
前
来
の
行
懸
か
り
を
以

て
引
続
き
余
が
（
中
略
）
山
県
侯
を
し
て
所
謂
巧
成
名
遂
て
退
く
美
名
を
博
せ
し
む
る
ま
で
を

以
て
一
段
落
と
し

山
県
は
地
租
増
徴
と
い
う
政
治
課
題
を
実
現
さ
せ
た
第
十
三
回
議
会
が
閉
会
す
る
と
周
囲
に
辞
意

を
漏
ら
す
よ
う
に
な
る
。
山
県
派
の
官
僚
に
と
っ
て
山
県
が
首
相
で
い
る
内
に
文
官
任
用
令
改
正
を

実
現
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

地
租
増
徴
と
い
う
政
治
課
題
を
ク
リ
ア
し
た
時
点
で
山
県
内
閣
と
り
わ
け
山
県
本
人
と
し
て
は
憲

政
党
の
協
力
を
是
が
非
で
も
必
要
と
し
た
状
況
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
が
文
官
任
用
令
改
正
を
強

行
で
き
る
と
い
う
構
図
が
あ
っ
た
。

一
方
、「
旧
憲
政
党
分
裂
」「
山
県
内
閣
と
の
提
携
」「
支
持
者
へ
の
負
担
増
と
な
る
地
租
増
徴
」

な
ど
を
主
導
し
た
の
憲
政
党
の
首
脳
部
は
、
こ
こ
で
提
携
断
絶
を
選
択
す
る
と
、
山
県
内
閣
に
協
力

し
た
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
提
携
を
選
択
し
た
責
任
を
問
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
苦
し
い
立
場

に
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
山
県
内
閣
は
文
官
任
用
令
改
正
問
題
で
憲
政
党
側
へ
の
懐
柔
策
を
講
じ
て
い
た
形
跡

が
あ
る
。
明
治
三
十
二
年
三
月
二
十
七
日
、
伊
東
は
伊
藤
に
対
し
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

（（
（

。

板
垣
伯
進
退
之
件
に
付
御
内
話
有
之
候
節
、（
中
略
）
今
朝
首
相
邸
に
往
訪
仕
候
折
、
今
後
政

府
部
内
に
多
少
之
釐
革
を
要
す
る
為
、
枢
府
に
も
近
々
重
要
之
議
案
提
出
可
相
成
に
付
、
此
際

顧
問
官
を
御
請
可
仕
旨
懇
々
示
諭
相
成
、
既
に
閣
下
よ
り
も
御
推
薦
被
遊
候
趣
拝
承
仕
候
故

山
県
内
閣
は
板
垣
の
枢
密
院
顧
問
と
し
て
政
権
入
り
さ
せ
る
構
想
を
描
い
て
い
た
。
こ
の
工
作
は

三
月
二
十
八
日
に
文
官
任
用
令
が
発
せ
ら
れ
る
直
前
の
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
板
垣
へ
の
顧
問
官
就

任
は
文
官
任
用
令
改
正
を
め
ぐ
る
憲
政
党
へ
の
懐
柔
策
、
も
し
く
は
板
垣
を
引
き
抜
き
憲
政
党
の
勢

い
を
削
ご
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
果
的
に
板
垣
は
枢
密
院
顧
問
に
就

任
す
る
こ
と
は
な
く
、
憲
政
党
に
留
ま
っ
た）

（（
（

。

日
刊
人
民
（
明
治
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
付
）
は
「
任
用
令
発
布
に
就
い
て
と
題
し
て
、
某
政

治
家
通
の
言
葉
と
し
て
山
県
が
文
官
任
用
令
改
正
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え

て
い
る
。

憲
政
党
は
今
日
に
於
て
猟
官
を
望
む
が
如
き
心
事
も
な
く
既
に
前
日
此
際
任
官
の
運
動
を
な
さ

ざ
る
の
決
議
を
さ
へ
成
し
た
る
程
な
れ
ば
官
吏
の
安
全
を
な
ら
し
む
る
が
為
改
正
任
用
令
を
発

布
す
る
と
も
別
段
の
異
存
も
是
な
か
る
べ
し
位
の
考
え

ま
た
、東
京
朝
日
新
聞
（
同
年
三
月
三
十
一
日
付
）
は
「
自
由
党
は
既
に
猟
官
せ
ず
と
決
議
を
為
」

と
、
憲
政
党
が
猟
官
否
定
の
決
議
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
憲
政
党
が
猟
官
を
否
定
し

た
こ
と
で
山
県
周
辺
は
文
官
任
用
令
改
正
を
実
行
し
て
も
憲
政
党
が
反
論
し
難
い
口
実
を
得
て
い
た

の
だ
。三　

憲
政
党
の
対
応

文
官
任
用
令
改
正
は
山
県
有
朋
側
近
の
官
僚
等
に
よ
っ
て
秘
密
裏
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
枢
密
顧

問
と
し
て
政
府
内
部
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
伊
東
巳
代
治
も
こ
の
事
実
を
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、

三
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伊
藤
博
文
に
文
官
任
用
令
に
つ
い
て
「
当
日
ま
で
極
秘
を
保
ち
」
と
伝
え
て
い
る）

（（
（

。
東
京
朝
日
新
聞

（
明
治
三
十
二
年
三
月
三
十
日
付
）
は
文
官
任
用
令
改
正
に
つ
い
て
「
自
由
派
の
重
立
つ
者
に
も
予

め
内
相
談
あ
る
を
至
当
す
然
る
に
相
談
な
き
の
み
な
ら
ず
曾
て
一
片
の
通
知
な
き
」
と
報
じ
、
毎
日

新
聞
（
同
年
三
月
三
十
日
付
）
も
「
今
回
の
改
正
に
就
い
て
政
府
が
憲
政
党
に
一
応
の
相
談
な
か
り

し
」
と
報
じ
て
い
る
。

憲
政
党
側
は
政
権
側
か
ら
の
文
官
任
用
令
改
正
に
つ
い
て
な
ん
の
打
診
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

当
日
ま
で
そ
の
内
容
を
知
ら
せ
る
こ
と
は
な
く
、
山
県
内
閣
に
完
全
に
出
し
抜
か
れ
た
党
首
脳

部
は
体
面
を
潰
さ
れ
た
格
好
と
な
っ
た
。

伊
東
は
文
官
任
用
令
改
正
に
つ
い
て
の
憲
政
都
内
の
反
応
に
つ
い
て
伊
藤
に
次
の
よ
う
に
伝
え
て

い
る）

（（
（

。任
用
令
併
分
限
令
等
に
付
い
て
は
政
海
の
物
議
甚
し
く
、
殊
に
自
由
党
中
に
は
最
も
異
論
喧
し

く
、
板
垣
伯
始
め
総
務
委
員
等
も
非
常
に
激
昂
致
居
候
。（
中
略
）
彼
等
既
に
自
ら
猟
官
せ
さ

る
を
誓
ひ
居
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
故
ら
に
奇
法
を
設
け
て
官
途
の
門
戸
を
杜
絶
し
た
る
は
提
携

の
誠
意
な
き
を
表
明
す
る
も
の
な
り
と
の
議
論
を
以
て
絶
縁
の
止
む
る
べ
か
ら
さ
る
を
説
く
も

の
往
々
有
之
、
総
務
委
員
に
於
い
て
も
弁
解
の
辞
な
き
に
相
苦
し
み
候
次
第

文
官
任
用
令
改
正
を
通
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
憲
政
党
の
混
乱
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

山
県
内
閣
側
の
対
応
に
党
首
脳
部
も
激
昂
し
、
党
内
か
ら
は
「
提
携
絶
縁
」
の
言
葉
が
飛
び
交
う
な

ど
、
そ
の
深
刻
さ
が
現
れ
て
い
る
。
総
務
委
員
が
党
員
に
対
し
て
「
弁
解
の
辞
な
き
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
総
務
委
員
の
立
場
の
難
し
さ
や
山
県
内
閣
へ
の
今
後
の
対
応
次
第
で
は
失
脚
す
る

可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
伊
東
は
日
記
に
「
総
務
委
員
等
は
内
閣
と
政

党
の
両
方
の
間
の
板
挟
み
と
な
り
て
困
窮
の
極
度
に
陥
り
」
と
記
し
て
い
る）

（（
（

。

三
月
三
十
一
日
に
は
憲
政
党
院
外
団
が
「
政
府
に
文
官
任
用
令
を
取
り
消
さ
せ
る
」「
政
府
が
文

官
任
用
令
取
り
消
し
」
に
応
じ
な
け
れ
ば
提
携
断
絶
を
す
る
と
し
た
決
議
を
す
る）

（（
（

。
こ
の
院
外
団
の

行
決
議
行
動
以
外
は
文
官
任
用
令
改
正
を
巡
る
表
だ
っ
た
山
県
内
閣
批
判
は
展
開
さ
れ
る
こ
と
な
か

っ
た
。

伊
東
は
憲
政
党
が
ど
の
よ
う
に
政
府
に
対
応
す
る
の
か
を
次
の
よ
う
に
伊
藤
に
伝
え
て
い
る）

（（
（

。

乍
去
今
日
に
至
り
悉
く
該
法
令
を
取
消
さ
し
む
る
訳
に
は
難
参
に
付
実
際
の
適
用
を
重
ん
じ
先

度
御
注
告
相
成
候
位
の
融
通
策
に
止
め
内
々
自
由
党
中
に
も
其
要
領
垂
教
仕
置
候
。
先
中
央
部

に
在
り
て
は
内
閣
翰
長
、
次
官
、
警
保
局
長
、
警
視
総
監
位
に
止
め
其
他
地
方
に
も
多
少
の
変

通
の
道
相
設
け
度
此
等
の
箇
条
を
以
て
更
に
首
相
へ
交
渉
す
る
事
に
取
極
め
、
政
府
に
於
て
厭

迄
頑
守
す
る
所
あ
る
と
き
は
そ
の
時
こ
そ
絶
縁
の
極
に
至
る
も
晩
か
ら
す
と
て
昨
朝
引
き
受
け

星
君
へ
の
面
会
種
々
及
内
議
候
処
、
だ
い
た
い
に
於
い
て
殆
ん
と
同
一
の
感
を
抱
き
候

伊
東
は
憲
政
党
に
対
し
て
、
文
官
任
用
令
問
題
へ
の
対
応
策
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
憲
政
党
側
と

し
て
は
文
官
任
用
令
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
党
員
の
不
満
を
抑
え
き
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
勅
令
で
出
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
全
廃
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
文
官
任
用
令
の
修
正
協
議
を
求
め
る
事
の
み
が
憲
政
党
に
と
っ
て
の
対
応
策

だ
っ
た
。

こ
の
伊
東
―
星
の
会
談
が
行
わ
れ
た
三
月
三
十
日
の
翌
日
の
日
刊
人
民
（
明
治
三
十
二
年
三
月

三
十
一
日
付
）
は
文
官
任
用
令
と
政
権
に
つ
い
て｢

如
何
に
し
て
提
携
の
意
を
実
に
せ
ん
と
す
る
乎

｣

と
題
し
た
社
説
を
掲
載
し
た
。

現
内
閣
と
自
由
党
の
提
携
成
る
や
、
山
県
首
相
が
各
大
臣
を
率
い
、
自
由
党
と
其
官
邸
に
会
盟

し
、
公
々
然
宣
言
し
て
（
中
略
）
首
相
が
更
に
語
を
継
ぎ
て

政
見
を
同
じ
く
し
て
共
に
国
運
の
進
張
を
謀
る
、
固
よ
り
一
時
の
苟
合
を
以
て
目
的
を
達
す

べ
き
に
非
ず
。
有
朋
不
敬
唯
至
誠
邁
往
百
難
を
排
し
て
同
志
の
士
と
帝
国
唯
一
の
進
路
に
提

携
伴
行
す
る
あ
る
の
み

と
断
言
し
た
る
も
、
炳
焉
と
し
て
天
下
に
明
ら
か
な
る
事
実
也
。（
中
略
）
十
三
議
会
は
無
事

に
終
了
し
た
り
。
山
県
内
閣
是
よ
り
大
い
に
憲
政
発
達
の
道
を
講
じ
、
以
て
所
謂
至
誠
邁
往
の

誓
約
を
実
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
也
。
知
ら
ず
山
県
内
閣
は
如
何
に
し
て
提
携
当
初
の
精
神
を

負
か
ざ
ら
ん
と
す
る
乎
（
中
略
）
又
山
県
内
閣
の
文
官
任
用
令
を
定
む
る
。
其
名
は
則
ち
美
と

雖
、
其
実
は
却
て
憲
政
発
達
の
障
碍
と
な
る
べ
き
恐
れ
あ
り
と
は
天
下
の
共
に
認
む
る
所
に
あ

ら
ず
や
。
其
果
し
て
憲
政
発
達
の
障
碍
を
予
期
し
た
る
や
否
や
は
暫
く
問
は
ず
と
す
る
も
、
其

結
果
に
し
て
若
し
此
く
の
如
き
恐
れ
あ
ら
ば
、
吾
人
は
断
じ
て
山
県
内
閣
の
不
注
意
を
看
過
す

る
能
わ
ざ
る
也
。
吾
人
は
自
由
党
の
為
め
に
之
を
咎
む
、
区
々
た
る
小
刀
細
工
は
固
よ
り
以
て

大
勢
を
奈
何
と
す
る
能
わ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、徒
に
大
事
を
誤
る
過
ぎ
ざ
る
こ
と
を
知
ら
ず
や
。

山
県
内
閣
た
る
も
の
十
二
分
に
猛
省
す
る
所
な
か
る
べ
か
ら
ざ
る
也

こ
の
よ
う
に
日
刊
人
民
は
山
県
内
閣
と
憲
政
党
の
提
携
当
初
の
誓
約
に
言
及
し
、
そ
れ
を
履
行
す

る
よ
う
に
求
め
た
。
さ
ら
に
両
者
の
提
携
と
い
う
視
点
か
ら
文
官
任
用
令
改
正
問
題
に
初
め
て
言
及

し
、
文
官
任
用
令
改
正
を｢

山
県
内
閣
の
不
注
意｣

と
し
て
批
判
し
た
。
た
だ
、
社
説
に
は
〝
提
携

断
絶
〟
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
く
山
県
内
閣
に
猛
省
を
促
す
だ
け
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
日
の
日
刊
人
民
に
は
文
官
任
用
令
改
正
を
巡
る
山
県
の
対
応
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
じ

四
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て
い
る
。

某
政
治
通
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
此
の
任
用
令
の
発
布
に
就
い
て
は
山
県
首
相
は
極
め
て
之

を
淡
泊
に
考
え
憲
政
党
は
今
日
敢
え
て
猟
官
を
望
む
が
如
き
心
事
も
な
く
既
に
前
日
此
際
任
官

の
運
動
を
な
さ
ざ
る
の
決
議
を
さ
へ
な
し
た
る
程
な
れ
ば
官
吏
の
地
位
を
安
全
な
ら
し
む
が
為

め
改
正
任
用
令
を
発
布
す
る
と
も
別
段
の
依
存
を
是
な
か
る
べ
し
位
の
考
え
を
以
て
御
裁
下
を

請
た
る
も
の
な
る
べ
し
然
れ
ど
も
其
配
下
な
る
属
僚
の
内
に
は
首
相
の
考
が
此
の
如
く
淡
泊
な

る
に
乗
じ
て
自
己
現
在
の
地
位
を
是
非
と
も
永
遠
に
安
固
な
ら
し
め
政
党
の
人
士
と
し
て
永
く

吾
が
地
位
を
窺
ふ
が
如
き
こ
と
な
か
ら
し
め
ん
と
躍
起
と
な
り
て
運
動
を
な
し
た
る
も
の
あ
り

し
は
祝
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
事
実
な
り
夫
に
し
て
も
山
県
首
相
が
予
め
之
を
憲
政
党
の
領
袖
に
も

謀
ら
ず
し
て
咄
嗟
の
間
に
に
其
の
発
布
な
し
た
る
は
其
平
素
に
も
似
合
わ
ざ
る
不
注
意
千
万
な

る
事
な
り
し
と
伝
へ
り

日
刊
人
民
は｢

某
政
治
通｣

の
話
と
し
て
、
山
県
の
改
正
文
官
任
用
令
に
対
す
る
姿
勢
を
取
り
上

げ
た
。
こ
の
記
事
の
内
容
は
あ
く
ま
で
も
山
県
は
文
官
任
用
令
に
対
し
て
淡
泊
で
、
山
県
の
文
官
任

用
令
に
対
す
る
淡
泊
さ
に
乗
じ
た
山
県
配
下
の
官
僚
が
地
位
保
全
の
為
に
改
正
を
画
策
し
た
と
、
官

僚
を
集
中
的
に
批
判
し
た
。
山
県
に
つ
い
て
は
不
注
意
で
あ
っ
た
と
す
る
批
判
の
み
で
強
烈
な
批
判

を
展
開
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

前
日
の
伊
東
―
星
会
談
で
は
政
権
へ
の
対
応
策
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、「
提
携
継
続
」
を
基
本
線

と
し
た
方
策
を
講
じ
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
こ
と
が
、「
提
携
断
絶
」
を
言
及
し
な
か
っ
た
日
刊
人

民
の
記
事
か
ら
も
か
が
え
る
。

一
方
で
日
刊
人
民
（
同
年
四
月
一
日
付
）
は｢

星
、
松
田
の
両
氏
伊
候
を
訪
ふ｣
と
題
し
、
星
が

三
月
三
十
日
、
そ
し
て
松
田
が
三
月
三
十
一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
伊
藤
博
文
と
会
談
し
た
と
し｢
其
談
せ

し
所
果
た
し
て
何
事
か｣

と
報
じ
、
文
官
任
用
令
改
正
問
題
に
つ
い
て
山
県
内
閣
を
牽
制
と
も
受
け

取
れ
る
記
事
を
掲
載
し
た
。

ま
た
日
刊
人
民
は
同
日｢

任
用
令
に
対
す
る
星
氏
の
意
見｣

と
題
し
て
文
官
任
用
令
改
正
問
題
に

関
す
る
星
の
見
解
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
日
刊
人
民
で
は
文
官
任
用
令
問
題
に
つ
い
て
は
山
県

内
閣
の
不
注
意
、
改
正
案
の
立
案
者
の
官
僚
、
改
正
案
の
中
身
な
ど
を
批
判
し
て
き
た
が
、
憲
政
党

首
脳
部
の
見
解
が
表
明
さ
れ
た
と
い
え
る
記
事
で
あ
る
。

官
吏
任
用
令
改
正
に
関
し
星
亨
氏
の
語
る
所
に
よ
れ
ば
改
正
に
就
い
て
は
予
め
意
見
を
問
わ
れ

た
る
事
な
く
之
を
聞
き
た
る
は
去
る
廿
七
日
の
夜
に
し
て
其
時
は
既
に
官
報
局
に
回
送
後
に
し

て
僅
か
に
草
案
に
依
り
て
知
り
得
た
る
の
み
政
府
の
当
局
者
の
外
は
何
人
も
知
り
た
る
も
の
は

な
く
伊
東
巳
代
治
氏
の
如
き
も
僅
か
に
余
よ
り
数
時
間
前
に
知
た
り
り
と
云
ふ
位
な
り
而
し
て

こ
の
案
に
対
す
る
一
個
の
考
え
を
云
え
ば
政
府
が
此
改
正
案
を
発
布
し
た
る
は
商
鞅
が
法
を
作

り
て
法
を
制
せ
ら
れ
し
と
同
様
自
ら
困
難
の
地
位
に
頗
る
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
な
り
既
に
司

法
官
の
改
革
に
於
い
て
は
十
分
な
る
経
験
非
ず
や
山
県
内
閣
は
行
政
整
理
に
於
い
て
十
分
の
責

任
あ
る
も
の
な
る
に
係
わ
ら
ず
此
の
如
き
規
則
に
制
せ
ら
る
ゞ
を
せ
ば
遂
に
老
朽
者
を
擁
護
す

る
の
外
何
ら
成
蹟
を
も
挙
ぐ
る
能
は
ざ
ら
ん
と
云
々

星
は
文
官
任
用
令
改
正
に
つ
い
て
何
も
通
知
さ
れ
ず
に
い
た
と
し
、
憲
政
党
は
同
令
改
正
に
つ
い

て
関
与
せ
ず
に
い
た
と
し
、
文
官
任
用
令
改
正
と
山
県
内
閣
に
対
し
て
批
判
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

批
判
は
軽
い
も
の
で
提
携
断
絶
に
言
及
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
星
は
自
身
が
関
与
す

る
日
刊
人
民
を
利
用
し
て
、
憲
政
党
が
山
県
内
閣
と
提
携
継
続
の
意
思
を
党
内
外
に
示
し
た
。

憲
政
党
で
は
三
月
二
十
五
日
に
議
会
の
第
十
三
回
帝
国
議
会
閉
会
に
併
せ
て
、
四
月
三
日
か
ら
党

幹
部
ク
ラ
ス
の
全
国
遊
説
を
決
定
し
て
い
た）

（（
（

。

憲
政
党
党
報
第
十
号
に
よ
る
と
、
四
月
三
日
よ
り
板
垣
退
助
は
四
国
、
九
州
、
東
北
へ
、
片
岡
健

吉
は
東
海
、
近
畿
、
四
国
、
江
原
素
六
は
東
海
四
月
六
日
よ
り
星
は
東
北
で
遊
説
を
行
っ
た）

（（
（

。
ま
た

日
刊
人
民
（
四
月
五
日
付
）
は
四
月
三
日
に
、
星
が
栃
木
で
「
第
十
三
回
議
会
の
報
告
を
兼
ね
て
演

説
会
を
開
き
」
と
地
方
遊
説
を
伝
え
て
い
る
。。

『
憲
政
党
党
報
』
十
号）

（（
（

（
以
下
『
党
報
』）
に
は
山
県
内
閣
と
憲
政
党
の
提
携
当
初
に
つ
い
て
「
官

職
を
猟
る
が
如
き
卑
心
を
挟
ま
ず
」
と
猟
官
を
否
定
し
た
こ
と
を
再
確
認
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。

ま
た
同
号
で
文
官
任
用
令
問
題
に
言
及
し
た
記
事
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

◎
苟
合
の
提
携
に
非
ず

反
対
政
党
は
常
に
中
傷
の
策
を
施
し
吾
が
党
と
現
内
閣
を
離
間
せ
ん
と
欲
し
今
や
文
官
任
用
令

の
更
改
を
以
て
提
携
破
裂
の
導
火
た
る
が
如
く
声
言
せ
り
、
我
党
と
現
内
閣
と
は
一
時
の
苟
合

に
非
ず
、
我
党
の
本
領
に
於
て
歴
史
に
於
て
現
内
閣
は
我
党
と
志
を
同
し
く
し
事
を
偕
に
す
べ

き
を
信
し
、
我
党
も
現
内
閣
が
我
党
の
政
権
を
容
れ
我
党
の
賛
助
に
依
る
こ
と
を
表
明
し
た
る

に
依
り
相
提
携
し
て
共
に
百
難
万
難
を
排
し
帝
国
百
年
の
大
計
大
策
を
定
め
ん
こ
と
を
天
下
に

宣
明
せ
り
、
豈
に
一
朝
一
夕
の
故
を
以
て
卒
に
其
の
去
就
を
決
定
せ
ん

第
十
号
が
発
行
さ
れ
た
の
は
四
月
二
十
日
の
こ
と
で
、
文
官
任
用
令
問
題
の
決
着
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、文
官
任
用
令
問
題
に
つ
い
て
大
き
く
取
り
上
げ
る
事
は
無
か
っ
た
。
ま
た
党
報
十
号
で
は
、

憲
政
党
が
文
官
任
用
令
改
正
の
首
謀
者
と
し
て
捉
え
て
い
た
松
平
正
直
が
「
我
党
に
不
利
な
る
の
運

動
」
を
為
し
、
内
務
次
官
を
辞
任
し
た
と
掲
載
し
た）

（（
（

。

五
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第
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ま
た
、『
党
報
』
十
号
に
は
党
有
力
者
に
よ
る
四
月
三
日
以
降
の
遊
説
に
つ
い
て
約
十
三
頁
を
割

い
て
報
じ
て
い
る
が
、
十
三
議
会
で
の
地
租
増
徴
に
つ
い
て
な
ど
の
憲
政
党
の
対
応
に
つ
い
て
の
演

説
な
ど
が
中
心
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
遊
説
で
文
官
任
用
令
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
と

は
書
か
れ
て
い
な
い）

（（
（

。
地
方
遊
説
で
文
官
任
用
令
に
つ
い
て
取
り
上
げ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
点
や
問
題
解
決
に
向
け
交
渉
段
階
で
あ
る
た
め
に
、
無
用
な
発
言
を
控
え
た
為

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
党
報
』
は
月
二
回
の
発
行
（
毎
月
八
日
と
二
十
日
）
で
あ
る
。
文
官
任
用

令
改
正
問
題
が
浮
上
し
た
三
月
二
十
八
日
の
直
後
の
『
党
報
』
九
号
（
四
月
八
日
発
行
）
は
「
十
三

議
会
報
告
書
」
す
る
予
定
だ
っ
た
た
め
に
、
通
常
号
と
は
異
な
る
体
裁
が
と
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た

め
文
官
任
用
令
問
題
に
言
及
す
る
記
事
が
な
か
っ
た
。
文
官
引
用
玲
問
題
が
交
渉
段
階
と
い
う
微
妙

な
時
期
に
機
関
紙
で
文
官
任
用
令
問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
機
会
が
無
か
っ
た
こ
と
は
憲
政
党
に
と

っ
て
都
合
が
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
。

一
方
で
憲
政
党
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
大
隈
重
信
率
い
る
憲
政
本
党
（
進
歩
党
系
）
の
機
関
紙
で

あ
る
『
憲
政
本
党
党
報
』
に
は
改
正
文
官
任
用
令
に
つ
い
て
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
い
る
。『
憲
政

本
党
党
報
』
九
号）

（（
（

に
は
「
文
官
任
用
令
に
関
す
る
世
論
」
と
題
し
『
日
本
』『
東
京
日
々
新
聞
』『
読

売
新
聞
』『
東
京
朝
日
新
聞
』『
国
民
新
聞
』『
中
央
新
聞
』『
萬
朝
報
』『
人
民
』『
内
外
商
業
新
報
』

の
論
調
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
同
号
で
「
三
令
発
布
と
山
県
内
閣
」
と
題
し
文
官
任
用
令
の
改
正
過

程
を
記
し
、
星
が
歳
費
増
加
の
交
渉
中
に
於
い
て
、「
猟
官
禁
止
の
言
質
を
捕
ら
え
ら
れ
た
る
は
事

実
」、
改
正
文
官
任
用
令
は
憲
政
党
に
と
っ
て
「
腰
前
と
野
望
と
を
看
破
せ
る
」
と
し
、
憲
政
党
を

批
判
し
た）

（（
（

。「
山
県
内
閣
と
自
由
党
」
と
題
し
て
「
山
県
内
閣
に
利
用
の
野
心
あ
り
て
」
と
し
て
改

正
文
官
任
用
令
は
そ
の
事
例
で
あ
り
、
自
由
党
は
裏
切
ら
れ
、
党
内
に
は
政
府
に
対
す
る
批
判
が
多

く
あ
り
、「
頭
角
株
は
ソ
レ
〳
〵
各
部
に
分
隷
し
て
地
方
遊
説
に
派
遣
」
し
た
と
、
党
内
の
状
況
を

記
し
た）

（（
（

。
九
号
で
は
改
正
文
官
任
用
令
に
つ
い
て
計
四
頁
分
を
使
用
し
た
。

　

ま
た
『
憲
政
本
党
党
報
』
十
号
に
は
前
号
と
同
様
に
改
正
文
官
任
用
令
を
巡
る
『
日
本
』『
読

売
新
聞
』『
東
京
日
日
新
聞
』
の
論
調
を
紹
介
し
た）

（（
（

。
ま
た
「
文
官
任
用
令
余
波
（
自
由
党
の
狼
狽

＝
山
県
内
閣
の
動
揺
）」
と
題
し
て
改
正
文
官
任
用
令
に
よ
る
自
由
党
と
山
県
内
閣
の
混
乱
ぶ
り
を

伝
え
た）

（（
（

。
十
号
で
は
改
正
文
官
任
用
令
に
つ
い
て
計
四
頁
半
分
を
使
用
し
た

星
の
政
治
目
標
は
政
党
内
閣
樹
立
と
い
え
よ
う
。
山
県
内
閣
と
の
提
携
は
そ
の
た
め
の
準
備
段
階

で
あ
り
、
憲
政
党
が
与
党
と
し
て
政
権
に
協
力
す
る
こ
と
が
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
方
策
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
当
時
の
議
会
制
度
で
は
天
皇
、
元
老
ら
と
の
パ
イ
プ
が
な
け
れ
ば
政
党
内
閣
を
樹
立
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
山
県
内
閣
と
の
提
携
で
実
績
を
残
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
選
挙
法
改
正
で
議
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
憲
政
党
の
議
員
、
ま
た
は
関
東
派
の
議
員

を
増
や
す
こ
と
が
政
党
内
閣
樹
立
を
目
指
す
上
で
重
要
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

隈
板
内
閣
瓦
解
に
よ
り
旧
憲
政
党
は
自
由
党
系
と
進
歩
党
系
が
分
裂
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と

き
に
自
由
党
系
が
土
佐
派
、
関
東
派
、
九
州
派
の
対
立
が
発
生
す
る
こ
と
な
く
政
党
と
し
て
一
致
し

た
政
治
行
動
が
と
れ
た
こ
と
が
第
二
次
山
県
内
閣
と
の
提
携
に
繋
っ
た
と
い
え
よ
う
。
憲
政
党
が
山

県
内
閣
と
提
携
し
、
憲
政
党
員
に
よ
る
猟
官
運
動
が
展
開
さ
れ
た
場
合
、
党
内
対
立
の
火
だ
ね
と
な

る
可
能
性
は
高
か
っ
た
。
そ
こ
で
星
ら
総
務
委
員
は
猟
官
運
動
の
否
定
し
党
員
同
士
の
争
い
を
回
避

し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

隈
板
内
閣
、
旧
憲
政
党
の
失
敗
を
活
か
し
て
憲
政
党
の
単
独
政
権
を
樹
立
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ

り
、
第
二
次
山
県
内
閣
と
の
提
携
は
そ
れ
に
向
け
て
の
準
備
期
間
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
星

自
身
に
と
っ
て
は
自
信
の
権
力
基
盤
を
盤
石
に
す
る
た
め
の
期
間
で
あ
り
、
そ
れ
を
構
築
こ
と
で
党

内
に
お
け
る
自
信
の
発
言
権
、あ
る
い
は
党
内
運
営
の
主
導
権
を
担
保
す
る
重
要
な
期
間
で
あ
っ
た
。

星
に
と
っ
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
中
で
の
文
官
任
用
令
改
正
は
求
心
力
低
下
を
招
く
事
態
だ
っ
た
。

そ
れ
は
星
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、憲
政
党
の
有
力
者
ら
に
と
っ
て
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

憲
政
党
と
し
て
は
支
持
者
の
負
担
と
な
る
地
租
増
徴
成
立
に
向
け
山
県
内
閣
に
協
力
し
た
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
政
党
に
不
利
な
文
官
任
用
令
に
改
正
さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
党
員
の
反
発
を
抑
え
る
こ

と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
党
員
の
反
発
を
抑
え
、
政
権
と
の
提
携
を
維
持
し
な
く
て
は
求
心
力
低
下
を

招
く
こ
と
は
明
ら
か
で
、
文
官
任
用
令
改
正
に
反
対
し
つ
つ
も
、
提
携
断
絶
は
現
実
的
な
選
択
肢
で

は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
文
官
任
用
令
改
正
の
中
身
を
批
判
す
る
と
い
う
一
応
の
ポ
ー
ズ
は
と
っ
た
。

山
県
が
政
権
を
放
棄
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
山
県
配
下
の
官
僚
に
は
危
機
感
が
芽
生
え
て
い
た
は

ず
あ
る
。
後
継
内
閣
は
伊
藤
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
伊
藤
新
党
が
実
現
す
る
と
憲
政
党
が
合
流
す

る
こ
と
は
あ
る
程
度
予
想
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
伊
藤
新
党
あ
る
い
は
元
憲
政
党
員
に

よ
る
猟
官
運
動
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
、
山
県
、
あ
る
い
は
そ
の
配
下
の

官
僚
た
ち
に
と
っ
て
は
文
官
任
用
令
を
改
正
し
、
官
僚
制
を
整
備
す
る
必
要
が
迫
ら
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。

文
官
任
用
令
改
正
を
原
因
と
し
た
党
内
対
立
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
憲
政
党
は
提
携
断

絶
へ
の
動
き
は
見
せ
ず
に
、
憲
政
党
党
報
や
日
刊
人
民
で
は
政
権
へ
の
直
接
的
な
批
判
す
る
こ
と
は

六
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な
く
、
批
判
の
矛
先
は
文
官
任
用
令
を
改
正
し
た
山
県
派
官
僚
に
向
け
た
。
こ
の
手
法
を
と
る
こ
と

で
、
党
内
外
に
山
県
内
閣
と
の
提
携
継
続
の
意
思
を
示
し
た
と
。

憲
政
党
の
有
力
者
ら
は
文
官
任
用
令
改
正
直
後
の
四
月
に
は
全
国
の
支
持
者
へ
遊
説
す
る
も
地
租

増
徴
問
題
、
選
挙
法
改
正
問
題
な
ど
を
党
員
に
説
明
す
る
こ
と
に
終
始
し
た
。

旧
憲
政
党
分
裂
し
て
四
ヶ
月
し
か
し
て
い
な
い
憲
政
党
が
山
県
内
閣
と
の
提
携
断
絶
は
執
行
部
の

求
心
力
低
下
を
招
く
な
ど
党
内
不
安
を
抱
え
た
一
方
で
、
地
租
増
徴
と
い
う
政
治
課
題
を
ク
リ
ア
し

た
山
県
は
政
権
を
維
持
す
る
強
い
意
志
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
文
官
任
用
令
改
正
が
強
行

さ
れ
た
背
景
に
は
、
政
権
維
持
を
望
ま
な
い
山
県
に
と
っ
て
憲
政
党
と
の
提
携
断
絶
に
至
っ
て
も
ダ

メ
ー
ジ
は
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
山
県
系
の
官
僚
に
と
っ
て
は
政
権
維
持
に
固

執
し
な
い
首
領
で
あ
る
山
県
が
首
相
で
あ
る
う
ち
に
、
文
官
任
用
令
改
正
を
実
現
す
る
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
た
こ
と
も
起
因
す
る
。　
　

「
提
携
を
維
持
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
憲
政
党
」「
政
権
維
持
に
固
執
し
な
い
山
県
有
朋
」「
政
党

内
閣
に
備
え
る
官
僚
」
こ
う
し
た
構
図
が
文
官
任
用
令
改
正
を
後
押
し
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
文

官
任
用
令
改
正
を
許
し
た
憲
政
党
に
と
っ
て
山
県
内
閣
と
の
提
携
は
常
に
不
利
な
状
況
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
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頁

（34）
憲
政
本
党
『
憲
政
本
党
党
報
』
九
号
五
十
二
～
五
十
三
頁

（35）
憲
政
本
党
『
憲
政
本
党
党
報
』
九
号
五
十
七
～
五
十
八
頁

（36）
憲
政
本
党
『
憲
政
本
党
党
報
』
九
号
五
十
八
～
五
十
九
頁

（37）
憲
政
本
党
『
憲
政
本
党
党
報
』
十
号
三
十
八
～
三
十
九
頁

（38）
憲
政
本
党
『
憲
政
本
党
党
報
』
十
号
四
十
八
～
四
十
九
頁

八




